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2018年、最先端の審美修復治療に
臨むための知識を、ここから。

▼ 本 誌 は、Quintessenz Verlag （ ド イ ツ ） 発 行 の「the 

International Journal of Esthetic Dentistry」の日本版。創

刊４年目を迎え、いっそう充実した内容に。今年も、日本

屈指の著名臨床家陣が世界を見据えたテクニックとマテリ

アルで送り出す審美症例の数々に目を奪われる。また、例

年好評の the International Journal of Esthetic Dentistry か

らの翻訳論文も掲載。すべての症例が、症例への深い考察

とチームワーク、そして患者とのコミュニケーションの結

果として仕上がっている。読者は、最先端審美修復の目撃

者となる。
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“2018 年の審美修復治療を行うためには、2018 年の知識で臨まなければならない。”（『刊行にあたって』より）
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